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吉賀町告示第92号 

 令和５年第２回吉賀町議会定例会を次のとおり招集する。 

    令和５年５月23日 

吉賀町長 岩本 一巳 

１ 期  日  令和５年６月９日 

２ 場  所  吉賀町議会議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

桜下 善博君          村上 定陽君 

三浦 浩明君          桑原 三平君 

河村由美子君          松蔭  茂君 

河村 隆行君          大庭 澄人君 

藤升 正夫君          中田  元君 

庭田 英明君          安永 友行君 

────────────────────────────── 

○６月14日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○６月15日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○６月16日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

令和５年 第２回（定例）吉 賀 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             令和５年６月９日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         令和５年６月９日 午前９時06分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 発委第２号 吉賀町議会会議規則の一部を改正する規則について 

 日程第６ 発議第３号 物価上昇に見合う年金支給を求める意見書（案） 

 日程第７ 報告第２号 繰越明許費繰越計算書について 

 日程第８ 議案第36号 吉賀町成年後見人等受任調整委員会条例の制定について 

 日程第９ 議案第37号 吉賀町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 日程第10 議案第38号 吉賀町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例について 

 日程第11 議案第39号 吉賀町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について 

 日程第12 議案第40号 令和５年度吉賀町興学資金基金特別会計補正予算（第１号） 

 日程第13 議案第41号 令和５年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第14 議案第42号 令和５年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第15 議案第43号 令和５年度吉賀町一般会計補正予算（第２号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 発委第２号 吉賀町議会会議規則の一部を改正する規則について 

 日程第６ 発議第３号 物価上昇に見合う年金支給を求める意見書（案） 

 日程第７ 報告第２号 繰越明許費繰越計算書について 
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 日程第８ 議案第36号 吉賀町成年後見人等受任調整委員会条例の制定について 

 日程第９ 議案第37号 吉賀町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 日程第10 議案第38号 吉賀町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例について 

 日程第11 議案第39号 吉賀町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について 

 日程第12 議案第40号 令和５年度吉賀町興学資金基金特別会計補正予算（第１号） 

 日程第13 議案第41号 令和５年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第14 議案第42号 令和５年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第15 議案第43号 令和５年度吉賀町一般会計補正予算（第２号） 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 桜下 善博君        ２番 村上 定陽君 

３番 三浦 浩明君        ４番 桑原 三平君 

５番 河村由美子君        ６番 松蔭  茂君 

７番 河村 隆行君        ８番 大庭 澄人君 

９番 藤升 正夫君        10番 中田  元君 

11番 庭田 英明君        12番 安永 友行君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 増本 健治君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ……………………… 岩本 一巳君   副町長 …………………… 赤松 寿志君 

教育長 …………………… 中田  敦君   教育次長 ………………… 大庭 克彦君 

総務課長 ………………… 野村 幸二君   企画課長 ………………… 深川 竜也君 

税務住民課長 …………… 山根 徳政君   保健福祉課長 …………… 中林知代枝君 

医療対策課長 …………… 渡邊 栄治君   産業課長 ………………… 堀田 雅和君 
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建設水道課長 …………… 早川 貢一君   柿木地域振興室長 ……… 深川 千恵君 

────────────────────────────── 

午前９時06分開会 

○議長（安永 友行君）  それでは、ただいまの出席議員数は１２人です。定足数に達しておりま

すので、令和５年第２回吉賀町議会定例会を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（安永 友行君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、規則第１２６条の規定によって、９番、藤升議員、１０番、中田議員を指

名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（安永 友行君）  日程第２、会期の決定の件を議題にします。 

 議会運営委員長の報告を求めます。５番、河村由美子議会運営委員長。 

○議会運営委員長（河村由美子君）  おはようございます。 

 先般、議運を開催しまして、会期の日程を、本日より６月１６日までの８日間といたします。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  それでは、お諮りをします。本定例会の会期は、委員長報告のとおり、

本日から６月１６日までの８日間にしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認め、よって、会期は本日から６月１６日までの８日間と決

定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（安永 友行君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 本日の会議に出席の説明員の職、氏名はお手元に配付したとおりです。 

 監査委員よりの例月出納検査報告及び議会の動静報告は、お手元の配付資料のとおりです。 

 また、陳情第２号太陽光発電パネル設置に関する陳情、要望第１号アンテナショップ土地建物

賃貸借料の行政負担については、お手元に配付した陳情、請願、要望等文書表のとおりです。陳

情第２号は総務常任委員会へ、要望第１号は経済常任委員会へ付託し、会期中の審査とすること
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にしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（安永 友行君）  日程第４、行政報告を行います。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、改めておはようございます。 

 本日、令和５年第２回目になりますが、定例会を招集させていただきましたところ、全議員に

御出席を頂きまして誠にありがとうございました。 

 行政報告の前に、本定例会に執行部側から上程いたします議案について、申し上げておきたい

と思います。 

 今回上程する議案、議題につきましては、全部で９件となります。内訳といたしましては、報

告案件が１件、議案につきましては８件ということでございます。 

 報告案件につきましては、毎年度のことでございますが、繰越明許費の繰越計算書、議案につ

きましては、条例の制定一部改正、並びに令和５年度各会計の補正予算でございます。各議案に

つきまして詳細説明を行って、順次上程をさせていただきたいと思いますので、慎重審議の上、

適切な議決を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、お手元に配付をさせていただいております資料から、行政報告をさせていただきた

いと思います。タブレットのほうはよろしいでしょうか。 

 それでは、今回報告をさせていただきますのは、３月の定例会以降、昨日までの内容というこ

とでございます。時間の関係もございますので、主な業務等に限定をさせていただいて、御報告

を申し上げたいと思います。 

 まず１ページでございますが、３月の２日木曜日に３月定例議会を招集させていただきまして、

本定例会の会期、３月１６日まででございました。 

 下がっていただきまして、７日火曜日でございます。吉賀町花めぐりフォトコンテスト表彰式、

今回で２回目となりますが、実行委員会が開催された表彰式のほうへ出席をさせていただきまし

た。 

 翌８日水曜日でございます。吉賀高等学校アントレプレナーシップ教育による「ふるさと納税

返礼品」お披露目会とございます。吉賀高校の、もう既に卒業されましたが、女生徒さんが有害

鳥獣で不要となりました町内の果実の柿を利用されて、町内の企業様とコラボをして柿アイスの

開発をされたということで、それに係ります経費の御寄附に合わせまして柿アイスを開発された

ということでございまして、当日お披露目ということで、その柿アイスを御賞味させていただき

ました。 

 なお、吉賀町といたしましても、ふるさと納税の返礼品として活用させていただきたいという
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ものでございます。 

 ３月の１０日は、社会医療法人石州会に出向きまして、職員の説明会を開催させていただきま

した。 

 ２ページになります。３月の２０日月曜日でございます、吉賀町地域医療確保に向けた実務者

会議をウェブで開催をしております。 

 ２３日の木曜日でございます。自衛隊の入隊者に対しての激励会を開催いたしました。 

 ２４日の金曜日、地域医療に関する住民説明会ということで、この日は柿木会場でございます

が、以後、公民館単位での開催をさせていただいたところでございます。 

 ２５日の土曜日でございます、益田広域消防本部の庁舎建設工事の起工式がございましたので、

益田へ出かけました。 

 同日でございます。先ほど申し上げました地域医療に関する住民説明会、六日市会場というこ

とで開催をしております。 

 ２６日日曜日には、手づくり自治区柿木村が主催をされました講演会が行われましたので、公

民館のほうへ出かけたところでございます。 

 ２７日の月曜日でございます。中ほどになります。ＵＢＥビエンナーレのほうへ吉賀町賞を提

供させていただいておりますが、前回受賞されました滋賀県在住の佐野耕平先生が来町されまし

た。今、先生の吉賀町賞の作品は宇部のときわ公園のほうへ展示がしてあるわけでございますが、

先生のほうからこの作品を吉賀町のほうへ寄贈させていただきたいというような御意向が表明さ

れましたので、また設置場所等、あるいは経費等についての準備をさせていただきたいというふ

うに考えております。 

 同じく、この日につきましては、七日市会場で地域医療に関する住民説明会を開催いたしまし

た。 

 ２８日の火曜日、町議会の全員協議会が開催されまして、その後、臨時会の招集もしたところ

でございます。地域医療に関する朝倉会場での住民説明会を開催いたしました。 

 ２９日でございます。次のページに移っていただきまして、蔵木会場での地域医療に関する住

民説明会を開催しております。 

 中ほど、３１日金曜日、それから年度が替わりまして４月の３日月曜日でございますが、それ

ぞれ年度終わり式、退任式、並びに年度始め式と新任式を行ったところでございます。 

 ４月の５日、４ページに入りますが、教育委員会が主催いたします教職員の新任式を行いまし

て、出席をさせていただきました。 

 下がっていただきまして、８日の土曜日でございます。吉賀高等学校の入学式、並びにみなし

寮合同対面式とあります。今回、今年度からよしかみらいの隣にありますところへ２つ目のみな



- 7 - 

し寮の運営を開始したところでございますので、合同の対面式をまず高等学校のほうで行わせて

いただいて、それぞれ２会場に分かれて、それぞれの寮での対面式等も行ったということでござ

います。 

 １１日の火曜日でございます。新年度になりましたので、ここらあたりから年度始めの挨拶回

りと事務協議に回っております。１１日につきましては、大阪へ出かけまして、島根県大阪事務

所の所長に面会をしております。 

 １２日につきましては、広島・山口のほうへ戻りまして、ここにありますように島根県の広島

事務所、山陰中央新報の広島支社等々へ御挨拶に伺わせていただきました。 

 １３日には、上京いたしまして、島根県の東京事務所、県選出の国会議員の先生方のところへ

挨拶に出向いております。 

 １６日につきましては、益田市で行われました益田駅開業・山口線全線開通の１００周年記念

式典のほうへ参加をさせていただきました。 

 １７日の月曜日でございます。次のページになりますが、吉賀町地域医療確保に向けた実務者

会議の開催でございます。 

 １８日は、吉賀町交通安全対策協議会を開催させていただきまして、関係機関団体の方にお集

まりを頂いて、今運動についての協議をしたところでございます。 

 １９日につきましては、出雲市へ出かけまして、島根県立中央病院の山口島根県病院事業管理

者、並びに島根大学附属病院の椎名病院長のほうへ面会をさせていただいて、種々についての事

務協議もさせていただいたところでございます。 

 ２０日の木曜日につきましては、恒例の自治会長会議を開催いたしまして、その後松江へ出か

けまして、それぞれあります関係機関団体のほうへの御挨拶回りと事務協議をそれぞれ行ったと

ころでございます。 

 ２１日の金曜日につきましては、松江市、翌日になりますが年度始めの挨拶回りと事務協議と

いうことで、島根県知事、副知事、並びに各部局長のほうへ御挨拶、並びに要請等でお会いさせ

ていただいたところでございます。 

 下がっていただきまして、２５日の火曜日でございます。吉賀町新医療法人設立検討委員会を

開催をしております。 

 ページ変わりまして、６ページでございます。４月２９日の土曜日でございますが、廿日市に

あります吉賀町アンテナショップの訪問をさせていただきまして、企業組合様が餅つきを行うと

いうことで、こちらのほうのお手伝いに参加をさせていただいたところでございます。 

 午後からは、翌日行われますよしか・夢・花・マラソン、大会ゲストでありますふるさと応援

大使の朝原宣治様が御来庁されましたので、こちらのほうの対応させていただきました。 
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 ３０日につきましては、マラソン大会の当日ということで、多くの皆様に御参加を頂きました。

私も初めてでございましたが、２キロのところへ参加をさせていただいたところでございます。 

 午後は、柿木の道の駅で開催されました「みんなちがってみんないい」第２回目になりますが、

こちらのほうへ出席をさせていただきました。 

 ５月に入りまして、六日市地域循環線の実証運行開始の記者発表を、１日月曜日、六日市交通

の社長様にもお出かけを頂いて行ったところでございます。 

 下がっていただきまして、一番下でございます。５月７日、８日につきましては、大雨の関係

での河川水位警戒待機でございます。 

 ページ変わりまして、７ページでございます。５月の９日でございます。益田市で行われまし

た各種期成同盟会の総会へ出席いたしました。 

 １０日につきましても、年度始めの挨拶、事務協議ということで、記載をしております関係部

署のほうへ出かけたところでございます。 

 翌日は大阪のほうに帰りまして、同じく記載をしておりますところへの挨拶回り、あるいは事

務協議を行いました。 

 １１日は、地元へ帰りまして、夕刻から社会医療法人石州会、島根県、吉賀町によります三者

会議を開催をさせていただきました。 

 １２日月曜日につきましては、風力発電の関係で、吉賀の環境と子どもたちの未来を考える会

の要望ということで御来庁がありましたので、対応させていただいております。 

 １３日の土曜日でございます。養老孟司先生が御来庁されました。ここにありますように、毎

日新聞が出版されました、その出版記念ということで、晩餐会とサイン会がございましたので、

こちらのほうへ参加をさせていただきました。 

 翌１４日日曜日につきましては、高尻のゴギの郷で養老先生をお招きしてのゾウムシ採りのイ

ベントがございましたので、こちらのほうへ同伴をさせていただいたところでございます。 

 １５日の月曜日につきましては、臨時議会を招集させていただきました。その後、全員協議会

を開催ということでございます。松江へ出かけまして、過疎地域対策協議会の事務協議、あるい

は県土連の役員会へ参加をしております。 

 １６日につきましては、山陰自動車道の整備促進期成同盟会の総会ということで、山口県萩市

のほうへ出かけております。 

 １７日から上京いたしまして、道路整備促進に係ります期成同盟会の全国集会、あるいは大会、

あるいは県選出国会議員先生方への要望活動ということで出かけておるところでございます。 

 ８ページ中ほど下がっていただきまして、２２日の月曜日でございます。夕刻から吉賀町地域

医療確保に向けた実務者会議の開催でございます。 
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 ２３日の火曜日につきましては、益田での会議を済ませまして、広島にありますマツダスタジ

アムに出かけまして、毎年行っております広島東洋カープわがまち魅力発信隊イベントのほうへ

出席をさせていただきました。 

 ２４日につきましては、輝けイレブンの実行委員会で松江へ出かけております。 

 ２５日につきましては、上京いたしまして、治水の関係、あるいは砂防の関係、それ以外の総

会等ございますので、出席をしたところでございます。 

 ２６日の金曜日でございます。テニス国際大会出場選手、河口依鈴さん表敬訪問とございます。

既に新聞等で御案内等ございますが、町内在住の河口依鈴さんが千葉県で行われましたアジア圏

域の大会ですばらしい成績を収められまして、今月の初旬から７月の下旬にかけましてクロアチ

アを舞台にした大会、それから海外遠征のほうも、これはアジアエリアでの代表選手ということ

になるわけですが、国際大会あるいは海外遠征のほうへ出かけられるということで、その報告に

お父さんお母さんと御来庁いただいたところでございます。長期間にわたる遠征でございますが、

ぜひすばらしい成績を収めていただいて、またすばらしい経験を積んで、お帰りいただきたいと

いうふうに考えておるところでございます。 

 ２９日につきましては、吉賀町防災会議を開催しております。 

 ５月３０日、最後のページ、９ページでございますが、島根県の松尾顧問、例年どおりでござ

いますが、御来庁されまして、様々な案件についての意見交換をしたところでございます。 

 午後からは福山市に出かけまして、中国国道協会の総会、そのまま東京へ移動しまして、治水

の期成同盟会の通常総会へ出席しました。 

 ６月に入りまして、２日の金曜日でございます。しまね国際センターの通常理事会へ、松江と

いうことで出席をしております。 

 それから地元に帰りまして、夕刻からは島根大学医学部地域推薦枠医師との面会とあります。

具体を申し上げますと、吉賀町御出身の佐々木弥生先生でございますが、地元のほうへ帰る機会

がございましたので、私、それから医療介護統括管理者であります益田日赤の木谷院長、それか

ら医療対策課の渡邊課長の３人で面会をさせていただいたところでございます。 

 ５日の月曜日につきましては、町議会の全員協議会が開催されました。 

 それから６月の６日につきましては、７月から社会を明るくする運動が公開されますので、そ

の関係で鹿足地区並びに吉賀町の推進委員会を開催したところでございます。 

 以上、雑駁でございますが、私の行政報告とさせていただきたいと思います。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．発委第２号 

○議長（安永 友行君）  それでは、日程第５、発委第２号吉賀町議会会議規則の一部を改正する
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規則についてを議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。５番、河村由美子議会運営委員長。 

○議会運営委員長（河村由美子君）  発委いたします。 

 令和５年６月９日、吉賀町議会議長安永友行様。提出者、議会運営委員会委員長河村由美子。 

 吉賀町議会会議規則の一部を改正する規則について。 

 上記の議案を別紙のとおり、吉賀町議会会議規則第１４条第２項の規定により提出をいたしま

す。 

 理由といたしまして、令和４年度に導入した議会システムの表決機能（電子表決システム）に

ついて、本会議の表決手段として法的な根拠を明確にするものである。また、令和５年から運用

を始めたタブレットについて、議場内での利用を可能にするとともに議場内での携帯品について、

現在の社会情勢に即した内容にするものであります。 

 改正内容につきましては、既に説明してございますし、皆様方に添付してございますので、資

料でお読み取りを頂きたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  提案者の提案理由の説明が終わりましたが、ここで提案者に対する質疑

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、質疑は終わります。 

 討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  討論なしと認め、これで討論は終わります。 

 日程第５、発委第２号吉賀町議会会議規則の一部を改正する規則についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（安永 友行君）  全員賛成です。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．発議第３号 

○議長（安永 友行君）  日程第６、発議第３号物価上昇に見合う年金支給を求める意見書（案）

を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。９番、藤升議員。 
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○議員（９番 藤升 正夫君）  それでは、ただいま議題となりました発議第３号につきまして、

読み上げて提案をさせていただきたいと思います。 

 発議第３号、吉賀町議会議長安永友行様。提出者、吉賀町議会議員藤升正夫。 

 物価上昇に見合う年金支給を求める意見書（案）。 

 上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第１項の規定により提出します。 

 理由といたしまして、高齢者等の年金を、暮らしを支えるに足りるものとすることによって、

安心できる生活を保つためとしております。 

 それでは、意見書（案）。 

 年金受給者の平均年金月額を、厚労省の「厚生年金保険・国民年金事業の概況」と、総務省の

「２０２０年基準消費者物価指数」から見ると、２００６年から２０２２年までに厚生年金は

１２.２％減額し、国民年金は５.６％増額したものの物価上昇分の７.４％より１.８ポイント少

ない伸び率で実質では減額となっており、２０２３年度の６８歳以上の方の年金改定率は、物価

変動率分のプラス２.５と、マクロ経済スライドによる調整分マイナス０.６％を合わせ、改定率

はプラス１.９％ですが、実質改定率はマイナス０.６％です。 

 消費税増税や医療・介護保険料の負担増、後期高齢者の医療費窓口負担２割化、諸物価の高騰

など高齢者の生活を圧迫する要因が拡大し、今年１月から４月までの前年同月比の物価上昇率が

３.６％、さらに加工食品、電気代の値上げが予告され、日々の生活に欠かせない生鮮食品、光

熱水道費の２０２２年の前年比はそれぞれ８.１％、１４.８％となっています。 

 物価高騰と乖離した年金改定は、低所得の高齢者の苦しい生活をさらに窮状に追い込むことに

つながります。年金は、そのほとんどが消費に回るため、年金の実質削減が、購買力の低下、過

剰な節約が命をも脅かすことにもなりかねません。 

 さらに、地域経済と地方財政へ大きな影響を与えています。県民所得に占める年金の割合は高

く、地域経済を支えています。 

 政府並びに国会におかれましては、高齢者も若者も安心して老後を暮らせるよう、物価上昇に

見合う年金支給を実現されることを強く求めます。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 提出先といたしまして、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生

労働大臣としております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（安永 友行君）  提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 提案者に対しての質疑はありませんか。よろしいですか。４番、桑原議員。 

○議員（４番 桑原 三平君）  このたび４月・５月分の年金が改定されております。３１年生ま
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れ以前のものと、２.２％から１.９％増加しておりますが、このことと今回の年金改定について、

どのように違うのか御説明ください。 

○議長（安永 友行君）  ９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  このたびの意見書と今般引き上げられました年金の分についてと

いう質問だというふうに受け止めます。 

 今、意見書案のほうで、上段の段落の一番最後のところに改定率プラス１.９％というふうに

させていただいております。新しく年金をもらうようになった人については、１.９プラス

０.６で２.５％となっておりますが、マクロ経済スライドによる減額が、以前からもらっていた

人に対しては下がっているということですので、最終的にこの意見書との関係なんですけれども、

物価上昇にも足らない年金の引上げにしかならないと、そのことを言っておるということで御理

解願いたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  よろしいですか。質疑はないようですが、ここでお諮りをします。本件

については、所管の総務常任委員会に付託し、会期中の審査とすることにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認め、本件については、所管の総務常任委員会に付託し、会

期中の審査とすることに決定をいたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．報告第２号 

○議長（安永 友行君）  日程第７、報告第２号繰越明許費繰越計算書についての報告を求めます。

岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、報告第２号繰越明許費繰越計算書についてであります。 

 令和４年度吉賀町一般会計の繰越明許費は別紙のとおり翌年度に繰り越したので、地方自治法

施行令第１４６条第２項の規定により報告する。 

 令和５年６月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 議案書のほうへ、令和４年度の吉賀町繰越明許費繰越計算書、いずれも一般会計でございます

が、一覧表を提示をさせていただいております。 

 つくりといたしまして、左側から予算科目であります款、項、それから事業名、事業費の金額、

それから今回の翌年度繰越額、さらにはこれに係ります左の財源内訳ということで記載をしてい

るわけでございますが、私のほうからは、この表によります事業名、並びに翌年度繰越額のほう
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を読み上げまして、御報告に代えさせていただきたいと思います。 

 基幹系システム運営管理費、５２８万円。子育て世代包括支援センター事業費、２４５万円。

農村地域防災減災事業、８６万６,０００円。林業振興総務費、６８７万７,４００円。林道新設

改良補助事業費、３,３００万円。林道新設改良補助事業費、９,２４６万９,０００円。道路新

設改良単独事業費、３,０１４万２,０００円。道路新設改良補助事業費、６,７４２万１,０００

円。事務局施設整備事業費、５９１万７,０００円。中学校施設整備事業費、４,３４８万９,０

００円。交流研修センター管理費、３６５万５,０００円。現年単独災害復旧事業費（農地災害

復旧費）、５５９万８,０００円。現年補助災害復旧事業費（農業用施設災害復旧費）、４,００

０万円。現年単独災害復旧事業費（農業用施設災害復旧費）、３,３４５万８,０００円。現年補

助災害復旧事業費（林業災害復旧費）、４,０００万円。現年単独災害復旧事業費（林業災害復

旧費）、２,９０３万円。現年補助災害復旧事業費（道路橋梁災害復旧費）、７,０２４万９,０

００円。現年単独災害復旧事業費（道路橋梁災害復旧費）、２,６０７万６,０００円。現年補助

災害復旧事業費（河川災害復旧費）、５００万円。現年単独災害復旧事業費（河川災害復旧費）、

２,７３１万２,０００円。以上、２０事業にわたりますが、合計で５億６,８２８万９,４００円

となるものでございます。 

 なお、今申し上げました詳細にわたる事業内容につきましては、別冊で編さんをさせていただ

いております。参考資料の１ページから６ページのほうで掲載させていただいておりますので、

そちらのほうで内容の御確認をお願いをさせていただいたらと思います。 

 どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは提案者の報告は終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  このたびの繰越し分を見ますと、８月の豪雨並びに台風１４号等

で工事発注、または施工が遅れたということになっております。工事発注等に係る体制、今の建

設水道課の体制で見ると、非常に人員的にも厳しいものを感じますが、そこへの手当てをするこ

とについて、町長のお考えを一点お聞きをいたしたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  昨年、近年にない災害がありまして、補正予算を組みながら、ほとんど

の事業、工事につきましては発注をさせていただいたところでございます。 

 体制のことでございます。なかなか全庁的な人員の配置の中でやるわけでございますので、建

設水道課のほうへ人員を今回異動等によって対応することができませんでした。逆に医療のほう

へということで、医療対策課のほうへ増員をしながら人員を厚めにさせていただいたところでご

ざいまして、そういう中でもございますので、建設水道課のほうは本当に大変ということは重々
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承知はしておりますが、現在の人員の中で連携を取りながら頑張っていただいているところでご

ざいます。 

 なお、それ以外の建設水道課の業務につきましては、一部、外郭団体のほうへお願いをさせて

いただいたりということで、総体的なシェアをしながら対策をしておるところでございます。 

 業者さんも同様でございますが、災害復旧工事というのは、やはり時間との戦いでもございま

す。まず急ぐということで、この春先の水田、水稲の耕作等に支障がないようにということで、

発注した工事につきましても、業者さんのほうで速やかに対応させていただいたところでござい

ます。建設水道課のほうで業者さんとの連携を図りながらこれからも対応させていただきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。５番、河村由美子議員。 

○議員（５番 河村由美子君）  参考資料の１ページにあるんですけども、基幹系システム運営管

理費がありますよね。これ当初の契約は２月の１４日で約３０日、３月３１日までだから４０日

ぐらいでしょう。次に繰越しになったわけですから、今度は３か月ぐらい余裕が見てあるんです

が、この繰越しの概要ですよね。なかなか難しいようなことが書いてあるんですが、維持のため

に教育やスキル習得等の体制構築に時間を要するということなんですが、ということになれば、

それが期間を変えただけでスキルをアップとか、そういう問題がクリアできるんでしょうか、

３か月で。 

○議長（安永 友行君）  野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  この概要、説明欄のところでそうした記載をさせていただきました。

主には、システム改修に係る業務については、業者さんにお願いするというのが主でして、業者

さんからのそうしたお話を頂いた中でのこの表記ということになっているんですけれども、御承

知のとおり、システムに関しては様々な改修が、特にマイナンバーの関係で常時そうしたものが

発生しているという現状がございます。その中で今回のこうした戸籍情報システムに関連した内

容が必要になってきたというところ。それに当たっては、基本的にはいわゆる標準的な仕様とい

うのは国から示されてきます。それを受けて、実際には業者さんがそれを見て、吉賀町のシステ

ムにそれを反映させていくということ、そうした流れになってまいりまして、そうした際に業者

さんサイドも、限りある社員さんの数ですので、その中でその業務に充てる社員さんを確保する

のにいささかの時間を要する。さらにはその社員さんが国が示した仕様を、まずはそれを理解を

するというようなところから始まります。そうしたところで、年度内完了には行き着かないであ

ろうと。したがって繰越しをさせていただいたというようなことがここに書かせていただいたと

いうところで、この部分についてはお読み取りを頂ければというふうに思います。 

 以上です。 
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○議長（安永 友行君）  ５番、河村由美子議員。 

○議員（５番 河村由美子君）  なかなか制度改正になっても厳しいかと思うんですけども、この

システムの中には、先ほども課長が言われたように、マイナンバーというのがありますよね。今、

日本中でも１３万件ぐらい、マイナンバーと個人情報の口座が間違ってあったというのがあるん

ですが、吉賀町もそういうケースがありましたか。 

○議長（安永 友行君）  山根税務住民課長。 

○税務住民課長（山根 徳政君）  失礼いたします。マイナンバーのひもづけに関する御質問かと

思います。 

 テレビ報道とかでございますひもづけの間違いといいますか、につきましては、吉賀町にもあ

りますけども、窓口に置いてあるタブレットでひもづけの操作をしているんですけども、益田市

とかでもタブレットが置いてあって、自由にお使いくださいという形でシステムを市民、町民の

方が自分でやられるという形を取っているところについて、間違ったひもづけをしてもシステム

が進んでいくわけです、間違ったひもづけがされるということが出ておるように聞いております。 

 吉賀町の場合につきましては、職員が主に操作をして、ひもづけ完了まで行って、町民の方に

確認をしていただきながら進めているというところで、現在のところ、間違ったひもづけについ

ては報告を受けておりません。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようですので、質疑は終わります。 

 本案については、報告をもって終了します。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第３６号 

○議長（安永 友行君）  日程第８、議案第３６号吉賀町成年後見人等受任調整委員会条例の制定

についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは続きまして、議案第３６号吉賀町成年後見人等受任調整委員会

条例の制定についてであります。 

 吉賀町成年後見人等受任調整委員会条例を制定したいので、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第９６条第１項の規定に基づき、議会の議決を求める。 

 令和５年６月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 詳細につきましては、所管いたします保健福祉課長のほうから御説明申し上げますので、よろ
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しくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。中林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  それでは、議案第３６号吉賀町成年後見人等受任調整委員会条

例の制定についての詳細説明を行います。 

 参考資料統合版の７ページをお開きください。よろしいでしょうか。 

 それでは、そちらの地域連携ネットワークという資料に基づいて御説明をさせていただきます。 

 地域連携ネットワークといたしまして様々な団体等と連携しておりまして、中ほどに記載をさ

れております中核機関というところを御覧いただければと思います。令和４年度に設置いたしま

した吉賀町成年後見センターがございます。その下の吉賀町役場というところの赤ポツに受任調

整というものがございます。 

 次に参考資料の８ページを御覧いただければと思います。吉賀町成年後見人等受任調整委員会

条例の制定についてというところがございます。中段にあります②中核機関の設置の右側を御覧

いただければと思います。赤字で記載をされております、ウ：成年後見制度利用促進機能（ａ受

任調整支援）がこの条例制定に係るものでございます。 

 対象となるケースといたしましては、主には町長申立てケースも候補者の選任となります。 

 それでは、６月９日提出議案の中にあります、議案第３６号を御覧いただければと思います。

吉賀町成年後見人等受任調整委員会条例の第１条を御覧ください。見出しに（設置）とあるかと

思います。成年後見制度の利用の促進に関する法律第１４条第１項の規定に基づきまして、成年

後見制度の適切な利用及び利用者への適切な対応に資するため、委員会を設置することとしてお

ります。 

 第２条でございますが、所掌事務について明記をさせていただいております。成年後見制度利

用に伴う受任候補者の調整に関することとしております。 

 第３条につきましては、委員の構成について明記をしておりまして、第１号から第４号に記載

がある委員を７名以内で町長が委嘱することとしております。 

 第４条では任期について、第５条では委員長及び副委員長について、第６条では会議の開催に

ついて、第７条では報酬及び費用弁償の支給について明記をしております。 

 附則においてでございますが、吉賀町非常勤特別職の報酬及び費用弁償支給条例の一部改正に

より、本委員会の委員報酬等について追加をしているところでございます。 

 なお、この条例は公布の日から施行いたす予定にしております。 

 以上、議案第３６号吉賀町成年後見人等受任調整委員会条例の制定についての詳細説明を終わ

ります。 

 よろしくお願いいたします。 
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○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  それでは、条例のほうからお聞きをいたします。 

 条例の第３条、委員会の委員の構成が７名以内ということで上がっておりますが、現状におき

まして予定できる委員、どのような方がなられるのかお示しをください。 

○議長（安永 友行君）  中林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  失礼いたします。お答えさせていただきます。 

 まずは、詳細については今からでございますが、今も益田市、鹿足郡で構成をされております

成年後見センターの定例会というものがございます。 

 そちらには、行政書士あるいは司法書士の方々、そういった有識者の方々で構成をされている

委員会がございます。そちらのほうの見識のある方々を中心に考えているところでございます。 

○議長（安永 友行君）  ９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  ありがとうございます。それでは、第７条に報酬及び費用弁償と

ありますが、この費用弁償、この条例におきましては費用弁償ですが、旅費と捉えてよろしいで

すか。お聞きします。 

○議長（安永 友行君）  中林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  お答えいたします。 

 仰せのとおりでございます。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第８、議案第３６号吉賀町成年後見人等

受任調整委員会条例の制定についての質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第３７号 

○議長（安永 友行君）  日程第９、議案第３７号吉賀町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして、議案第３７号吉賀町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてであります。 

 吉賀町国民健康保険税条例（平成１７年吉賀町条例第６８号）の一部を別紙のとおり改正する。 

 令和５年６月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 内容につきましては、所管いたします保健福祉課長のほうから御説明申し上げますのでよろし
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くお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。中林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  それでは、議案第３７号吉賀町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例についての詳細説明を行います。 

 このたびの改正につきましては、全員協議会で御説明をさせていただいたとおり、国民健康保

険税率等を改正するものでございます。 

 それでは、６月９日提出の参考資料統合版の９ページを御覧ください。新旧対照表をもって説

明をさせていただきたいと思います。 

 それでは、新旧対照表の改正前３条第１項のところでございます。 

 医療給付分の所得割を７.９０から６.８０に改正をするものでございます。 

 次に、その下の第５条のところでございますが、医療給付分の均等割を２万４,０００円から

２万円に改正するものでございます。 

 続いてその下、第５条の２、参考資料１０ページを御覧いただければと思います。上のところ

にありますが、１号から３号までの医療給付分の平等割を、それぞれ１万８,０００円を１万

３,０００円、特定世帯につきましては９,０００円を６,５００円、特定継続世帯につきまして

は１万３,５００円を９,７５０円に改正するものでございます。 

 続きまして、第６条のところでございます。後期高齢者支援分の所得割につきまして、

２.６０から２.９５に改正をするものでございます。 

 次に、その下の７条の２についてでございます。後期高齢者支援金分の均等割を７,８００円

から８,５００円に改正をするものでございます。 

 続いて、７条の３、第１項第１号から第３号まででございますが、後期高齢者支援分の平等割

を、それぞれ６,０００円から６,２００円、３,０００円から３,１００円、４,５００円から

４,６５０円に改正をいたします。 

 次に、第８条でございます。介護給付金分の所得割を２.４５から２.９０に改正をいたします。 

 次に、第９条でございます。介護給付金分の均等割を９,６００円から９,０００円に改正をい

たします。 

 次に、その下の９条の２でございます。介護給付金分の平等割を５,４００円から４,８００円

に改正するものでございます。 

 参考資料１０ページの下から４行目の見出しがありますが、（国民健康保険税の減額）という

ところから１５ページまでにつきましては、このたびの税制改正に伴いまして軽減世帯に対する

税額の改正を行うものでございますので、お読み取りをいただければと思います。 

 なお、この条例は公布の日から施行いたしまして、令和５年４月１日から適用をいたします。 
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 また、この条例による改正後の国民健康保険税条例の規定は、令和５年度以降の国民健康保険

税について適用することとしております。 

 以上、議案第３７号吉賀町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についての詳細説明を終

わります。よろしくお願いします。 

○議長（安永 友行君）  提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようですので、日程第９、議案第３７号吉賀町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例についての質疑は保留をしておきます。 

 ここで１０分間休憩します。 

午前10時01分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時12分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．議案第３８号 

日程第１１．議案第３９号 

○議長（安永 友行君）  日程第１０、議案第３８号吉賀町家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について及び日程第１１、議案第３９号吉賀町特定

教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

についてを一括議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは続きまして、２つの議案を一括で上程をさせていただきます。 

 まず、議案第３８号吉賀町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例についてであります。 

 吉賀町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２６年吉賀町条例第

１７号）の一部を別紙のとおり改正する。 

 令和５年６月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 続きまして、議案第３９号吉賀町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について、吉賀町特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例（平成２６年吉賀町条例第１８号）の一部を別紙のとお

り改正する。 
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 令和５年６月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 いずれも、所管いたします保健福祉課長のほうから詳細説明を申し上げますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、本件についての詳細説明を担当課長のほうから求めます。中

林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  それでは、議案第３８号吉賀町家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての詳細説明を行います。 

 このたびの改正につきましては、国が定めております家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準の改正により、引用例規の改正を行うものでございます。 

 保育所保育指針の制定権が、厚生労働大臣から内閣総理大臣に変更になったことが改正点でご

ざいます。 

 それでは、参考資料統合版の１６ページを御覧いただければと思います。 

 現行の下線部分でございますが、厚生労働大臣を、改正後でございますが、下線部分の内閣総

理大臣に改正するものでございます。 

 なお、この改正は公布の日から施行となります。 

 以上、議案第３８号吉賀町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例についての詳細説明を終わります。 

 続きまして、議案第３９号吉賀町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例についての詳細説明を行います。 

 このたびの改正につきましては、子ども・子育て支援法改正に伴う引用例規の改正によるもの

でございます。 

 主な改正内容は３点でございます。 

 １点目につきましては、子ども・子育て支援法第１９条の引用改正に伴うものでございます。 

 参考資料統合版の１７ページをお開きいただければと思います。１７ページから２０ページま

でございますが、２０ページの中段までが該当箇所になります。法第１９条第１項第３号という

ところが、法第１９条第３号、第１項が削除するものでございます。 

 それから参考資料の２０ページをお開きいただければと思います。第１５条第１項第３号でご

ざいますが、２点目の改正点といたしまして、こども家庭庁設置法の施行によりまして、学校教

育法の引用改正に伴うものでございます。１５条第１項第３号が改正箇所となります。２５条の

規定に基づきというのが、２５条第１項の規定に基づき、というところが改正点でございます。 

 ３点目の改正点といたしましては、先ほど議案第３８号で御説明させていただきました保育所

保育指針の制定権が、厚生労働大臣から内閣総理大臣に変更になったということに伴う改正でご
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ざいます。 

 参考資料統合版の２１ページを御覧いただければと思います。上から３行目が改正箇所になり

まして、改正前が厚生労働大臣、改正後が内閣総理大臣というふうに改正をするものでございま

す。 

 それから参考資料２１ページ、その下から２４ページまでにつきましては、先ほどもありまし

た子ども・子育て支援法第１９条の引用改正に伴うものでございます。 

 それから参考資料統合版２５ページでございます。上段の第４４条につきましては、厚生労働

大臣から内閣総理大臣に変更になった改正でございます。 

 その下から２８ページまででございますが、先ほどもございました子ども・子育て支援法第

１９条の引用改正に伴うものでございます。お読み取りを頂ければと思います。 

 なお、この改正につきましては、公布の日から施行となります。 

 以上、議案第３９号吉賀町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例についての詳細説明を終わります。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  提案者の提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  よろしいですか。それでは質疑はないようですので、日程第１０、議案

第３８号吉賀町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例について及び日程第１１、議案第３９号吉賀町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．議案第４０号 

○議長（安永 友行君）  日程第１２、議案第４０号令和５年度吉賀町興学資金基金特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは続きまして、議案第４０号令和５年度吉賀町興学資金基金特別

会計補正予算（第１号）であります。 

 令和５年度吉賀町興学資金基金特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。歳

入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２１６万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１,５３０万１,０００円とする。第２項、歳入歳出予算の補

正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳
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出予算補正」による。 

 令和５年６月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりを頂きまして、２ページは「第１表歳入歳出予算補正」の歳入でございます。 

 款３繰入金、項１基金繰入金、６１２万円に２１６万円を追加いたしまして８２８万円。これ

に伴います歳入合計１,３１４万１,０００円に２１６万円を追加し、１,５３０万１,０００円と

するのでございます。 

 ３ページは歳出でございます。 

 款１総務費、項１総務管理費、１,３１４万１,０００円に２１６万円を追加し、１,５３０万

１,０００円。歳出合計につきましても同額となります。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします総務課長のほうから御説明申し上げますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、議案第４０号令和５年度吉賀町興学資金基金特別会計補

正予算（第１号）について説明を申し上げます。 

 最初におわびを申し上げてから、内容の説明をしたいというふうに思います。 

 今回の補正に関しましては、本来ですと令和５年度の当初予算において措置すべきところ、未

計上であった部分が判明いたしまして、今回補正のお願いをするというものでございます。数字

の内容の精査、数字の精査について不十分であったということに関しまして、最初におわびを申

し上げておきたいと思います。 

 そうしますと、その内容についてでございます。予算書は進んでいただきまして、７ページを

御覧いただければというふうに思います。 

 歳出でございまして、総務費総務管理費、１一般管理費、００３貸付金、興学資金基金貸付金

として２１６万円の予算計上がしてございます。 

 内容といたしましては、令和４年度に貸付けを開始された方が、今、人数で言いますと８名お

られまして、その部分について当初予算に計上すべきところ、漏れておったというものでござい

ます。この２１６万円ですけれども、人数的にはこれは６人分ということになってございまして、

当初予算の中でこの令和５年度から新規で貸付けを開始する方というところで、１０人分の予算

を確保させていただいておりました。これの部分については、結果として８名の貸付けというこ

とになりまして、２名ほど予算のほうがあるというところであります。したがって、ここと相殺

といいますか、差し引きさせていただいて、今回、数字としては６人分で２１６万円の予算計上

ということです。ですが、内容的には８名の未計上部分の予算措置をお願いするという、こうい

うものでございます。この同額につきましては、歳入というところで基金繰入れにより対応する
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という、こういう予算でございます。 

 以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  よろしいですか。質疑はないようですので、日程第１２、議案第４０号

令和５年度吉賀町興学資金基金特別会計補正予算（第１号）の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第４１号 

○議長（安永 友行君）  日程第１３、議案第４１号令和５年度吉賀町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは続きまして、議案第４１号令和５年度吉賀町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）であります。 

 令和５年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２９４万６,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億２,８４０万９,０００円とする。第２項、

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 令和５年６月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりいただきまして、２ページ、「第１表歳入歳出予算補正」の歳入でございます。 

 款８繰入金、項１他会計繰入金、８,０８２万５,０００円から２９４万６,０００円を減額い

たしまして、７,７８７万９,０００円でございます。これに伴います歳入合計は７億３,１３５万

５,０００円から２９４万６,０００円を減額し、７億２,８４０万９,０００円となるものでござ

います。 

 ３ページは歳出でございます。 

 款１総務費、項１総務管理費、３,１６７万３,０００円から３１５万９,０００円を減額し、

２,８５１万４,０００円。款２保険給付費、項４出産育児諸費、１６８万円に３２万円を追加し、

２００万円。款１１予備費、項１予備費、４１４万９,０００円から１０万７,０００円を減額し、

４０４万２,０００円でございます。これに伴います歳出合計７億３,１３５万５,０００円から

２９４万６,０００円を減額し、７億２,８４０万９,０００円となるものでございます。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします保健福祉課長のほうから御説明申し上げま
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すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。中林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  それでは、議案第４１号令和５年度吉賀町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第１号）について詳細説明を行います。 

 ６月８日配付版の議案第４１号令和５年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

を御覧いただければと思います。予算書７ページを御覧ください。 

 １款総務費、目１一般管理費、右側に行っていただきまして、００１人件費についてでござい

ます。マイナス３０５万３,０００円を計上しております。こちらにつきましては、４月１日の

人事異動に伴うものでございます。 

 なお、８ページから１２ページの給与費明細書につきましては、お読み取りを頂ければと思い

ます。 

 予算書７ページでございますが、その下の２款保健給付費、４項出産育児諸費、目１出産育児

一時金でございまして、節１８負担金補助及び交付金、出産育児一時金３２万円の計上でござい

ます。こちらは、３月議会で上程をさせていただきました条例改正に係る支給額の変更による出

産育児一時金８万円掛ける４件分の３２万円の計上となります。 

 その下でございますが、１１款予備費、目１予備費、補正額マイナス１０万７,０００円を計

上しております。こちらは一般会計からの繰入調整による計上でございます。 

 以上、歳出に伴う歳入についてでございます。 

 予算書６ページをお開きいただければと思います。 

 ８款繰入金、目１一般会計繰入金、右側に行っていただきまして、節２職員給与費等繰入金、

補正額マイナス３１５万９,０００円の計上でございます。こちらにつきましては、歳出で御説

明をさせていただきました人件費分でございます。 

 その下の節３出産育児一時金等繰入金でございます。補正額２１万３,０００円を計上してお

ります。こちらにつきましては、条例改正による繰入金の変更でございまして、８万円掛ける

４件分の３分の２で交付税分でございます。 

 以上、議案第４１号令和５年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の詳細説

明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  提案者の提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。４番、桑原議員。 

○議員（４番 桑原 三平君）  歳出で３２万円の追加の合計２００万円ということになっており

ますが、ということは８万円で２５名ということですが、これは国保からの支出ですか。町内で

令和５年度出産というか、新生児の数字について、その人数、大体どのぐらいになりますか。 
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○議長（安永 友行君）  中林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  失礼いたします。令和５年度につきましてですが、今、５年度

は始まったばかりでございまして、今のところまだ４月以降の件数につきましては、まだ１件か

ら５件の間というふうに今認識をしているところでございます。ただ、この近年の平均といたし

ましては、大体３０名から４０名の間というふうに認識をしておりまして、同じぐらいの人数で

はないかというふうに考えておるところでございます。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようですが、日程第１３、議案第４１号令和５年度吉賀町国

民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．議案第４２号 

○議長（安永 友行君）  日程第１４、議案第４２号令和５年度吉賀町小水力発電事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは続きまして、議案第４２号令和５年度吉賀町小水力発電事業特

別会計補正予算（第１号）であります。 

 令和５年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,１６３万円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 令和５年６月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりいただきまして、２ページは、「第１表歳入歳出予算補正」の歳出でございます。 

 款１総務費、項１施設管理費、３,９８４万９,０００円、補正額増減なく同額でございます。

歳出合計につきましても、６,１６３万円に対しまして補正額ゼロとなりまして、同額となるわ

けでございます。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします柿木地域振興室長のほうから御説明申し上

げますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。深川柿木地域振興室長。 

○柿木地域振興室長（深川 千恵君）  それでは、議案第４２号令和５年度吉賀町小水力発電事業

特別会計補正予算（第１号）の詳細説明を行います。 

 今回の補正は、４月の人事異動に伴うものでございます。 
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 予算書の４ページをお開きください。 

 まず、款１総務費、項１施設管理費、目１一般管理費、節２給料から節４共済費につきまして、

説明欄の００１人件費のところであります。人事異動で小水力の担当職員が替わったことにより、

３４２万２,０００円の増額補正となっております。 

 人件費の詳細につきましては、５ページ以降の明細書を御参照ください。それに伴い、人件費

増額分を目２財産管理費、節２４積立金につきまして、説明欄の００４基金積立金を３４２万

２,０００円減額し、基金積立ての総額を１,９３４万円としております。 

 歳出のみの補正となっております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。５番、河村由美子議員。 

○議員（５番 河村由美子君）  給与費がプラスの三百十何万円になっていますが、これは人事異

動ということですが、元の方よりは３００、元のベース的にあったわけでしょうから、プラスア

ルファの３００だったら相当の高額な人が異動されたんだと思うんですけど、その方はものすご

い技術者であったりとか、経験者であったりとか、そういう方なんでそういう金額になったとい

うことなんでしょうか。ちょっと質問が悪いですかね。 

○議長（安永 友行君）  深川柿木地域振興室長。 

○柿木地域振興室長（深川 千恵君）  特に技術者がとかいうことではなく、単に振興室内の職員

の異動ということでございます。主査の方が担当職員になったので、ちょっと増額になりました

ということなんですが。 

○議長（安永 友行君）  ５番、河村由美子議員。 

○議員（５番 河村由美子君）  昨今は給料アップとか何とかいう社会論評なんですが、ちょっと

職員の方が異常にこう、これは地方公務員ですから吉賀町の人件費等々を比較しては問題がある

かと思うんですが、ちょっと高額なような気もするんですが、そういう方でないとそこに適任で

業務が行えないというふうな判断をされたんでしょうか。 

○議長（安永 友行君）  野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  先ほど深川室長が答弁したとおり、振興室内での職員、その中でこ

のたび小水力発電に携わる職員、これが職位、上の者がその担当になったというところでござい

ます。実際に職員、一番若い職員でいいますと、職名でいうと、主事補で高校卒業して入られる

１８歳、１９歳の方、それから上は６０歳近いということです。実際にそれぞれの給与額を単純

に比較をするとそれなりの金額の差が出てまいります。限られた人員の中で職員配置をし、業務

の分掌を決めていきますので、今御質問にあったようなそういうことではなくて、あくまでも人
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員配置上このことについてはこうなってしまうと言ってはあれなんですけども、そのように御理

解いただければというふうに思います。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  よろしいですか。質疑はないようです。日程第１４、議案第４２号令和

５年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第１号）の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．議案第４３号 

○議長（安永 友行君）  日程第１５、議案第４３号令和５年度吉賀町一般会計補正予算（第２号）

を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは続きまして、議案第４３号令和５年度吉賀町一般会計補正予算

（第２号）であります。 

 令和５年度吉賀町一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億６１２万

９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７７億７,３５１万９,０００円

とする。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 令和５年６月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 ２ページは「第１表歳入歳出予算補正」の歳入であります。 

 款１０地方交付税、項１地方交付税、３６億１,３９９万１,０００円に４,３１５万円を追加

し、３６億５,７１４万１,０００円。款１２分担金負担金、項１分担金、２,００７万

４,０００円に５万２,０００円を追加し、２,０１２万６,０００円。款１４国庫支出金、項１国

庫負担金、３億９,４２０万４,０００円に５４６万５,０００円を追加し、３億９,９６６万

９,０００円。２国庫補助金、３億６,７６４万２,０００円に４,２９５万２,０００円を追加し、

４億１,０５９万４,０００円。款１５県支出金、項２県補助金、３億５,６７１万９,０００円に

４２０万１,０００円を追加し、３億６,０９２万円。款１８繰入金、項２基金繰入金、６億

４,９０３万７,０００円に９１０万９,０００円を追加し、６億５,８１４万６,０００円。款

２０諸収入、項５雑入、４,３１６万円に１２０万円を追加し、４,４３６万円。これに伴います

歳入合計であります７６億６,７３９万円に１億６１２万９,０００円を追加し、７７億

７,３５１万９,０００円となるものでございます。 

 ３ページは歳出でございます。 
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 款１議会費、項１議会費、７,１９４万３,０００円に１０万９,０００円を追加し、

７,２０５万２,０００円。２総務費、項１総務管理費、９億７,７３５万８,０００円から

３８４万９,０００円を減額いたしまして、９億７,３５０万９,０００円。２徴税費、

５,７８０万円から１,４１５万２,０００円を減額し、４,３６４万８,０００円。３戸籍住民基

本台帳費、２,６４８万６,０００円から５４６万４,０００円を減額し、２,１０２万

２,０００円。款３民生費、項１社会福祉費、１１億８,１２０万５,０００円に１,８７２万

３,０００円を追加し、１１億９,９９２万８,０００円。２児童福祉費、５億２,５６７万

６,０００円に１５万３,０００円を追加し、５億２,５８２万９,０００円。３生活保護費、

７,３５３万５,０００円に６７万３,０００円を追加し、７,４２０万８,０００円。款４衛生費、

項１保健衛生費、４億２,４７３万６,０００円に１億６７３万７,０００円を追加し、５億

３,１４７万３,０００円。款６農林水産業費、項１農業費、４億９,６２２万８,０００円から

４８１万４,０００円を減額し、４億９,１４１万４,０００円。２林業費、３億２,７１４万

２,０００円から７５８万円減額し、３億１,９５６万２,０００円。款７商工費、項１商工費、

１億３,９３４万円に１,３００万円を追加し、１億５,２３４万円。款８土木費、項２道路橋梁

費、３億４,２７０万９,０００円に１万円を追加し、３億４,２７１万９,０００円。款９消防費、

項１消防費、５億４,５２６万７,０００円に１５８万８,０００円を追加し、５億４,６８５万

５,０００円。款１０教育費、項１教育総務費、２億７,４６０万５,０００円に１１８万

７,０００円を追加し、２億７,５７９万２,０００円。２小学校費、８,９５４万６,０００円、

これにつきましては増減なく同額でございます。４社会教育費、１億８,８０６万３,０００円か

ら１９万２,０００円を減額し、１億８,７８７万１,０００円となります。これに伴います歳出

合計であります７６億６,７３９万円に１億６１２万９,０００円を追加し、７７億７,３５１万

９,０００円となるものでございます。 

 ４ページの事項別明細書以降につきましては、所管いたします総務課長のほうから御説明申し

上げますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、議案第４３号令和５年度吉賀町一般会計補正予算（第

２号）について説明をさせていただきます。 

 予算書につきましては、ちょっと進んでいただきまして、１８ページをお開きいただければと

思います。 

 予算書１８ページにおきましては、給与費明細書でございまして、上の１特別職の表をまず御

覧ください。表の下のところに比較の欄がありまして、数字が入ってきているのが長等のところ

で給料１５７万１,０００円、期末手当４４万６,０００円、それから右側にある共済費というと
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ころで１９万２,０００円、それぞれ減額してあるかというふうに思います。この内容でありま

すけれども、町長、副町長、教育長の給料につきましては、本年４月より減額という形を取らさ

せていただいておりまして、その部分の数字ということでお読み取りを頂ければと思います。 

 さらに、後ほどの歳出のところで説明申し上げますが、この合計でいいますと２２０万

９,０００円の減額部分につきましては、歳出のところで地域福祉基金への積立てというところ

で数字が出てまいりますので、最初に申し上げておきたいと思います。 

 それから同じ１８ページの中段から下です。２一般職（１）総括の表を見ていただきますと、

比較の欄にそれぞれ数字があるかと思います。これは先ほど来、特別会計でも説明させていただ

いていますが、４月１日の人事異動、これが主なものというところ。それからもう一つ歳出で申

し上げますが、予防接種費に係る部分、こちらのほうでの予算計上もこの中に入ってきていると

いうところで見ていただければというふうに思います。 

 １９ページ以降のところはそこの部分での詳細の部分というところでお読み取りを頂ければと

いうことでございます。 

 それでは、予算書戻っていただきまして、歳出の最初のページというところで、予算書９ペー

ジでございます。 

 総務費、総務管理費、５財産管理費、００６普通財産管理費、作業委託料６６万円の予算計上

があろうかと思います。内容につきましては、これは立木の伐採をしたいというものでございま

す。具体的には、場所は柿木地内でありまして、民家とそれから町有地、町有地に立木があるわ

けなんですけれども、その立木が民家のほうに非常に近接している状況というふうになっていま

して、その民家の方からこの立木について伐採等をしていただきたいというこういう要望が急遽

出てまいりまして、そのことを行うというものです。柿木地内ですけれども、４番議員さんの御

自宅のちょうど裏の辺りというところでちょっと申し上げておきたいと思います。４番議員さん

とは関係ないんですけども、場所はそういうことで御理解ください。すみません。 

 それから予算書ですけれども、普通財産管理費のその下です。００８基金積立金であります。

地域福祉基金積立金ということで２２０万９,０００円。先ほど給与費明細書で説明をさせてい

ただいたところでございます。特別職の給与について減額しておりまして、その部分を積み立て

ていくというところでお読み取りをください。 

 それからその下です。１１企画総務費、００２企画総務費、報償金がまず出てまいります。

４６万円でございまして、内容といたしましては、ふるさと応援大使への謝礼ということでござ

います。御承知のとおり、ふるさと応援大使の方に町内外でのイベントに御参加いただくという

ことを予定しておりまして、参加いただいたときの謝礼というところでの予算計上でございます。 

 それからその下の調査分析委託料１,１９７万円です。これにつきましては、６月５日の全員
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協議会で企画課のほうから説明をさせていただきました。国土交通省の事業メニューということ

になりますけれども、そこで用いた表現ですが、先導的官民連携支援事業、この部分での予算計

上というところでお読み取りください。 

 それからその下の一般コミュニティ助成事業補助金です。これは宝くじの収益金を活用して、

自治会等が備品等を調達するときに申請をするというような流れがございまして、このたび朝倉

自治会長会が申請しておったものが採択という形になりましたので、その部分について予算計上

させていただいたものでございます。 

 それからその下です。１３定住推進費、００２定住推進費、社会福祉士等修学資金貸付金

５２万円の予算計上、これにつきましては文字どおり貸付金なんですが、令和５年度の当初予算

におきまして３人分の予算を措置させていただいておりました。その後にさらにお一方、またこ

の貸付けの申請がございまして、１人分をさらに予算計上させていただいているというものでご

ざいます。 

 それでは、ちょっと飛んでいただきます。１１ページです。１１ページの右側の下のところに

なります。 

 民生費、社会福祉費、１社会福祉総務費、０１２電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付

金事業費であります。通信運搬費と電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金ということで

３０万円の予算計上がしてあろうかと思います。 

 この部分につきましては、資料がございまして、参考資料３２ページと３３ページを御覧いた

だければと思います。参考資料の３２ページ、３３ページを見ていただきますと、実はこの資料

につきましては、先の臨時会でもう既にお示しをしておるものでございます。 

 内容といたしましては、３２ページのちょうど中段に書いてありますとおり、国の交付金の事

業メニューということを書き表しているんですけれども、３２ページ中段の対象事業のところで

（低所得世帯支援額）、それから、②として推奨事業メニューというふうな表記があろうかと思

います。 

 ①の部分につきましては、臨時会のところで予算計上させていただいたというところ。今回は、

この②の推進事業メニューの中の事業というところで予算計上をしておるところで、まず見てい

ただければと思います。 

 さらに、資料の３３ページを見ていただきますと、今申し上げた部分が、Ⅰ．低所得世帯支援

額、それから、Ⅱ．推奨事業メニューということで、その内容について例示といいますか、具体

的なところが書かれておるわけなんですけれども、今予算書で申し上げた部分につきましては、

Ⅱ．推奨事業メニューと書かれておるところのその下、生活者支援と書いてあると思いますけれ

ども、その下に①エネルギー・食料品価格等の物価高騰に伴う低所得世帯支援という囲みがあろ
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うかと思います。ここの部分に当たるというところで、まず見ていただければと思います。 

 後ほど、産業課が所管する部分での予算計上もありますけれども、その部分については、今の

推進事業メニューというところ、この国の交付金の事業メニューを財源として、また予算計上し

ている部分がありますので、それは後ほどお伝えをしたいというふうに思います。 

 すみません、それでは予算書のほうに戻っていただきまして、１１ページの右下です。 

 給付金として３０万円の予算計上があろうかと思います。いわゆる家計急変世帯への給付金で

ありまして、１世帯当たりで３万円で、１０世帯分というところでの予算計上をしておるという

ところでお読み取りをいただければと思います。 

 それでは、予算書、次のページに進みます。予算書１２ページの中段から下です。 

 民生費、生活保護費、１生活保護総務費、００２生活保護総務費というところで、通信運搬費、

システム改修委託料、改修工事費ということで、それぞれ予算計上をしております。これらは、

生活扶助基準見直しに伴う生活保護システムの改修費、生活保護システムの改修が必要となった

ものというところでお読み取りをいただければと思います。 

 それでは、進んでいただきまして、１３ページです。 

 衛生費、保健衛生費、１保健衛生総務費というところで、予算書１３ページ、右側中段です。

００５地域医療対策費です。合計といたしまして、６,１１２万８,０００円の予算計上があろう

かと思います。 

 この内容につきましては、六日市病院の公設民営化に係る諸々の経費ということです。具体的

には、６月５日の全員協議会で説明をさせていただいた部分というところでございます。 

 その部分で２点ほど説明を加えておきますけれども、下のところに進んでいただきますと、地

域医療確保緊急対策事業補助金５,３９３万８,０００円があろうかと思います。これも、全員協

議会で医療対策課から説明いたしましたけれども、いわゆる特別交付税措置がなされるという部

分がございますので、そこのところ。 

 それから、その下の医療法人拠出金６００万円の予算計上があろうと思います。全員協議会で

説明させていただきました、新しい組織による職員採用に係る経費の部分というところでの説明

があったと思いますけれども、その部分が今回、ここに載ってきているというところでお読み取

りをいただければと思います。 

 それから、予算書はその下です。 

 ３予防費、００３予防接種費でございます。合計で１,４７４万６,０００円でございまして、

ここに諸々を計上させていただいておりますけれども、コロナウイルスワクチン接種に係る経費

というところで見ていただければと思います。 

 当初予算段階で、幾らか予算計上させていただいた部分がありますけれども、今、いわゆる春
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接種をやっております。秋接種の実施が確定したといいますか、これが９月以降に予定されてい

るというところで、予算のほうを再調整をさせていただいたというところです。春接種、それか

ら秋接種、トータルした予算となってくるというところでございます。そのようにお読み取りを

いただければと思います。 

 それでは次のページ、予算書は１４ページに入っていただきまして、衛生費、保健衛生費、

５環境衛生費です。００２環境衛生総務費、１,０８８万２,０００円の予算計上がありまして、

その下ですけれども、業務運営関係委託料９９６万６,０００円の部分があろうかと思います。

これについて、説明をしておきたいと思います。 

 説明については資料を用います。資料は２９ページから３１ページまでのところでございます。

２９ページのところを見ていただければと思います。タイトルとしては、吉賀町地球温暖化対策

実行計画（区域施策編）策定支援業務についてという、こういうものであります。少しボリュー

ムがありますけれども、上から説明をさせていただきます。 

 まず、（１）計画策定の背景ということであります。 

 ここに何行か書いてありますけれども、地球温暖化対策の推進に関する法律、この法律におき

まして、２０５０年までに脱炭素社会の実現を目指すことが明記されたというところ。これを受

けまして、本町におきましても、２０５０年に向けて中長期的に脱炭素化を図ることが求められ

ているということであります。 

 少し下がっていただきまして、本町におけるというところです。 

 脱炭素化や温室効果ガスの排出量の削減等を行うための施策を定めた計画として、温対法に基

づく吉賀町地域温暖化対策実行計画を策定する必要があるというところでございます。これが計

画策定の背景というところでお読み取りをください。 

 それから、次の（２）環境省補助金の活用ということです。 

 この計画を策定するに当たりまして、環境省の補助金の申請を行ってきたというところであり

ます。この申請に対しまして、本年４月２６日付で採択の通知を受けたということであります。 

 それから、（３）計画策定関連予算というところです。 

 計画策定に関する歳入及び歳出予算を計上ということで、今回の補正予算での計上でお願いを

しておるというところでありまして、環境省補助金の公募スケジュールは、先ほど、その上に書

いてあるとおりでありまして、令和５年度当初予算編成時点においては補助金採択の有無が未定

であったため、予算計上を一旦見送らさせていただいたというところです。これが採択というこ

とになりましたので、今回予算計上をしておるということです。 

 これが計画策定の背景なり、これまでの流れというところです。 

 今度は、その業務運営の中身ですけれども、資料の２９ページの下です。 
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 ２．業務の概要というところです。 

 （１）業務の目的というところですが、社会情勢や本町の抱える課題、現行施策の検証結果を

踏まえるとともに、幅広い町民意見の取り入れなど、膨大なデータの収集や多様かつ高度な分析

等が必要であり、効率的に策定作業を進めるため、策定支援業務を委託をさせていただきたいと

いうものです。 

 資料は、３０ページに移っていただきまして、その委託する業務の内容について、（２）で書

いております。①基礎情報の収集・現状分析から、②、③、④、⑤、⑥までというような、こう

した業務を委託したいという、こうした考え方を持っているということです。 

 （３）では、業務委託業者の選定について書いておりまして、公募型プロポーザル方式での選

定を予定をしておるということです。 

 （４）今後のスケジュールというところです。 

 当然のことながら、可決いただいたという前提が入りますけれども、本年の７月下旬には公募

型プロポーザルの実施をする。それで、業者さんを選定をしていくということ。業務期間として

は、本年８月から来年の１月までを予定をしておると。策定を来年の１月の下旬を想定して、今

後、作業を進めてまいりたいという、こういう内容です。 

 次の３１ページにつきましては、本事業に係る環境省がお作りになられた事業イメージであっ

たり、いわゆる財源措置の部分、そうしたものが書き表されておるものですのでお読み取りをい

ただければと思います。 

 少しばかり長くなりましたけれども、予算書１４ページの今申し上げた部分、ここをお読み取

りをいただければと思います。 

 それでは予算書を進んでいただきまして、１５ページに入ります。 

 農林水産業費、林業費、４林道費、００５林道新設改良補助事業費であります。 

 予算計上としてはゼロということになります。その下で建設工事費１０２万１,０００円の減

額、補償金で１０２万１,０００円の増額ということです。見ていただいたら分かるとおり、予

算の組み替えをさせていただきたいというものであります。 

 まず、現場ですけれども、林業専用道の幸地立河内支線でありまして、ここの開設工事に係る

部分であります。立木補償費が確定をいたしましたので、その部分について予算化をさせていた

だきたい。そして、その部分について建設工事費を減額をするという、こういう内容となってお

ります。 

 それでは、その下に参ります。予算書１５ページの一番下です。 

 商工費、商工費、１商工振興費、００２商工振興総務費、物価高騰等対策経営継続補助金

１,３００万円の予算計上があろうかと思います。 
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 内容につきましては、６月５日の全員協議会におきまして産業課から説明をさせていただいた

部分、それから先ほど、資料で言いますと３２ページと３３ページで説明させていただきました、

そこで用いた表現としては、推奨事業メニューというところ、そことここがつながってくるとい

うところで見ていただければと思います。 

 それでは次のページに進みます。予算書１６ページの中段です。 

 消防費、消防費、３消防施設費、００２消防施設管理費であります。修繕料として、１５１万

４,０００円の予算計上があろうかと思います。 

 これにつきましては、コミュニティ消防センターにつきまして、町内に何か所かございますけ

れども、そこの施設の不具合部分について、まとめて修繕を行いたいというものがこの中に含ま

れてまいります。 

 主だったところで言いますと、雨どいとか、そうしたところが非常に劣化してきているという

ところがありまして、そうしたところを直していきたいというもの、こうしたことがここの中に

含まれてくるというところです。 

 それから、六日市分遣所の前に消化栓がございますけれども、一部ちょっと不具合があるとこ

ろがありまして、そこの修繕もこの中に入ってきているということであります。 

 コミュニティ消防センター、それから六日市分遣所前の消化栓の修繕、そうしたものが主なも

のというところでお読み取りください。 

 それから、次のページに入ります。 

 教育費、教育総務費、２事務局費で修繕料１４２万６,０００円の予算計上があろうかと思い

ます。 

 内容につきましては、六日市それから柿木の両基幹集落センターにおける修繕ということで、

六日市基幹集落センターにおいては、ちょうど玄関入っていただいたところの上になりますが、

排煙窓があります。これが正常に開閉ができればいいんですけれども、ちょっとそこに不具合が

あることが判明いたしまして、そこを修繕をしたいというところです。 

 それから今度、柿木基幹集落センターですけれども、これについては玄関入っていただきます

と、ちょうど床の部分ですけれども、少しばかり傷みが激しいということがあります。歩くのに

少し引っかかるというようなこともあるようでして、そうしたところを修繕を行いたいというも

のです。 

 ２つの基幹集落センターの修繕に係る経費というところでお読み取りをください。 

 以上が、歳出予算でございます。 

 次に、歳入予算の方に移ります。 

 すみません、また戻っていただきまして、６ページをお開きください。 
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 まず、地方交付税、地方交付税、１地方交付税、特別交付税として４,３１５万円の予算計上

があろうかと思います。 

 内容といたしましては、６月５日の全員協議会で説明をさせていただきましたけれども、不採

算地区の公的病院等の助成に要する経費、これが交付税措置される部分というところでございま

す。 

 それからその下、下がっていただきます。ちょうど中段ですけれども、国庫支出金、国庫負担

金、２衛生費、国庫負担金、新型コロナウイルスワクチン接種対策負担金、国からの負担金の部

分、それからその下、下がっていただきますと、国庫支出金の国庫補助金のところでも、同様に

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保等事業費補助金が措置されるというところでございま

す。 

 それから、総務費国庫補助金のところでありまして、新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金１,３３０万４,０００円の計上があろうかと思います。 

 これにつきましては、先ほど社会福祉総務費のところで説明した家計急変世帯への支援、給付

金の部分、それから商工振興費で説明いたしました価格高騰に対する支援の補助金の部分、それ

ぞれ３０万４,０００円と１,３００万円の予算計上に当たるところというところで見ていただけ

ればと思います。 

 それから、予算書６ページの一番下です。 

 衛生費国庫補助金の地域脱炭素に向けた再エネ導入計画策定支援事業補助金８００万円の予算

計上、これについては、先ほど地球温暖化対策実行計画の策定というところで、環境衛生費のと

ころで説明をさせていただきました、その財源となる部分というところでお読み取りをください。 

 次のページに進みます。予算書７ページの上です。 

 国庫支出金、国庫補助金、７土木費国庫補助金です。 

 先導的官民連携支援事業補助金１,１９７万円の予算計上、６月５日の全員協議会、企画課よ

り説明をさせていただいた部分でございます。 

 それからその下の、県支出金、県補助金、９教育費、県補助金、緊急校務支援員配置事業補助

金４２０万１,０００円があろうかと思います。 

 文字どおり県の補助金ということなんですけれども、内容的には、教員の欠員があるという学

校に対して、緊急的に市町村が校務支援員を配置するケースがございます。そうしたときに県の

ほうから補助をすると、補助が頂けるというものでございます。 

 実際に、この吉賀町で関係する学校でいいますと、七日市小学校、朝倉小学校、六日市中学校

が該当になるということでして、その３校分を予算計上いたしたところです。 

 それから、その下にいきまして、繰入金、基金繰入金、１財政調整基金繰入金でございます。 
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 この部分については、今回の補正予算に係る財源調整というところでお読み取りをください。 

 それからその下です。５地域福祉基金繰入金というところで、１,６７０万円の予算計上があ

ろうかと思います。 

 この部分につきましては、１つは不採算地区の公的病院助成の措置される部分と、措置外部分

がありますけれども、措置外部分としての計上、額にして１,０７０万円です。 

 さらにもう１つ、医療法人の拠出金ということで６００万円部分。これは、先ほど地域医療対

策費のところで医療法人拠出金の説明をさせていただきました。そこの財源となるというところ

でお読み取りをいただければと思います。 

 最後になりますけれども、７ページの一番下です。 

 諸収入、雑入、６総務費雑入、コミュニティ助成金１２０万円です。 

 これにつきましては、歳出で言いますと、企画総務費のところで説明させていただきました一

般コミュニティ助成事業、同額の予算計上というところでございます。 

 その内容、そこの歳入予算というところでお読み取りをいただければと思います。 

 以上、説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明は終わりましたが、ここで５分休憩し

て再開します。５分間休憩します。 

午前11時22分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時30分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 本年度の一般会計の補正予算の質疑をこれから始めます。質疑を許します。質疑はありません

か。９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  歳出の９ページのほうで、企画の調査分析委託料の１,１９７万

円ですけども、先ほどの説明の中では先導的官民連携ということで出されております。一度ちょ

っと説明も受けているんですけれども、再度、説明をお願いします。 

○議長（安永 友行君）  深川企画課長。 

○企画課長（深川 竜也君）  それでは、調査分析委託料ということで計上しております。先導的

官民連携支援事業の説明をさせていただきます。 

 この官民連携支援事業の目的というのは、国が財政状況が厳しさを増す中で、インフラの老朽

化対策や大規模災害に備える災害減災対策の課題に取り組みつつ、真に必要な社会資本の整備、

維持更新を的確に進めるため、新たな官民連携事業に対する具体的な案件の形成を推進すると。

この事業というのは、官民連携事業の案件形成を目的として地方公共団体等に対して調整事業を
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委託するものということで公募がされました。 

 公募期間としましては、令和５年２月３日から２月２４日ということで、この期間に吉賀町が

提出をしております。 

 ４月の１日に選定の通知書が参りまして、議会で議決後に交付申請等を進めていきたいと考え

ております。 

 調査の内容なんですけれども、繰り返しのようにはなりますけれども、今回、まちの駅形成に

向けた交流拠点施設を核とした官民連携資本の調査検討ということを行いたいということで考え

ております。 

 場所は、前回の全協と繰り返しにはなりますけれども、真田にある真田グラウンド、交流研修

センターの１階部分、そして２階部分。あとは旧六日市学園という４つの施設、こちらを一体的

に、一括的に活性化をしたいというような内容で考えております。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  一体的に活性化ということですけども、それまでの流れ、これか

ら今の交流研修センターそれから旧学園施設を活用してやっていくわけですけれども、何を、誰

が、どうするのか、ちょっとそこら辺を説明願います。 

○議長（安永 友行君）  深川企画課長。 

○企画課長（深川 竜也君）  何を、誰が、どうするのかということについてですが、このまず調

査事業ということで御理解いただいたらと思うんですけれども、まず何をということですけれど

も、先ほどの４つの施設、公共施設を一括一元的に活性化をしたいということで、誰がというの

が今から業者を選定します。先般、全協でも申し上げましたとおり、プロポーザルを行いまして、

業者を決定していこうと。どうするかなんですけれども、この間の資料にありましたように、事

業スキームといったようなところを提案していただきたいと。今の４つの公共施設を中心として

地域の活性化を図る、こういった複合一体型の拠点づくりを官民連携で実現するスキームという

ようなところの検討を行っていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  事業スキームというような言葉も出てきましたが、そこに至るま

でに、まず行政サイドが今、指定管理を受けている方、そして高津川てらす、その３者がどうい

うかたちで何をしたいのかというような事前の調整等については、どのようなかたちで進めてい

く予定にしているのかをお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  深川企画課長。 
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○企画課長（深川 竜也君）  今後、動きについて、簡単ではありますけれども説明をさせていた

だきます。 

 まず、事業の大前提の整理ということで、地域の特性や対象地の状況といったところ、あと今

の課題といったようなところを整理をしていくということで、次に、施設を改修して何かやらな

くちゃいけないといった場合においては、改修費を算定してみるとか、既存の建物を再度、見直

してみるといったようなところです。 

 次に、先ほども言いましたように、事業の手法、スキームの検討というようなところで、業務

の範囲だったりとか、業務の手法はどういったようなのがいいのかという検討をさせていただく

と。そこに係る概算の事業費といったところ、運営の計画といったところを検討していくと。最

終的にスケジュールも併せて検討していきます。 

 次に、官民の意向調査ということで、金融機関だったりとか、保険会社といったようなところ

へヒアリングをしていきたいと。先ほどありましたように、現在の指定管理者さん、高津川てら

すさんとそういったようなところの関係者と協議会を設立をするような形で話を進めていきたい

というふうに考えております。 

 最終的に事業性の検証ということで、事業手法の検討であったりとか、どういった効果がある

のかと、民間活動がどの程度進むのかといったようなところを検討していきたいというふうに考

えております。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  そうしますと、いままで高津川てらすさんが提案されたこと、ま

た高校の寮として交流研修センターのほうも活用されてきているわけですけれども、高津川てら

す、一般社団法人さんのほうがこれまで何をするとかいうふうに示されたもの、それとの関係は

どうなのかお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  深川企画課長。 

○企画課長（深川 竜也君）  いままで高津川てらすから提案があったことと今回の調査事業です

けれども、その辺りは先ほど言いましたように、現状のところをしっかりと調査をさせていただ

いて盛り込めるものは盛り込んでいく。盛り込めないものはないかとは思いますけれども、その

辺の精査も含めて再度、こちらの事業はこちらの事業で考えていくということになろうかと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。１番、桜下議員。 

○議員（１番 桜下 善博君）  １３ページの地域医療確保緊急対策事業補助金ということですが、
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５,３００万円余りですが、これは算定外で石州会の補助金と思うんですが、その下の医療法人

拠出金６００万円補助金が計上されておりますが、先ほど詳細説明の中で、新しい病院への職員

の採用試験等に係る経費についてと言われましたが、６００万円、これは全てがカタクリ会への

拠出金ですか、お聞きします。 

○議長（安永 友行君）  渡邊医療対策課長。 

○医療対策課長（渡邊 栄治君）  お答えいたします。 

 カタクリ会への拠出金６００万円全てになります。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  １番、桜下議員。 

○議員（１番 桜下 善博君）  ６００万円、相当高額ではありますが、先ほど職員採用に係る経

費としか説明がありませんでしたが、そのほかに中身についてもう少し詳しくお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  渡邊課長。 

○医療対策課長（渡邊 栄治君）  お答えします。 

 基本的には、職員採用選考に係る委託費という部分が大部分であります。それとは別に諸規定

等を整備、今からする必要があるんですが、その辺りの作成したものの少し確認とか、そういっ

たところの経費も少し含まれております。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  １番、桜下議員。 

○議員（１番 桜下 善博君）  何度も聞くようで申し訳ありませんが、前回の全員協議会でもお

聞きしましたが、７月１日から新しい新法人で、在宅医療を開始すると、いままで全協でも本会

議でも何回も聞いております。医師１名で看護師２名ということで早くからそういう構想が出て

おりますが、前回の全協でもお聞きしたところ、まだ具体的に決まっていないので協議するとい

うふうに５月の全員協議会では言われましたが、もう既にあと２週間ぐらいになっておりますが、

具体的に在宅医療ということでありますが、具体的な、例えば、どこへ電話するのか、電話番号

とか、医師は誰かとか、薬の問題とか、いろんな在宅医療に関して、これは訪問診療と思うんで

すが、具体的に町民の皆さんは知りたがっておりますので、もう２週間ばかりになっております

が、在宅医療について、拠出金が６００万円計上されておりますが、それには入っていないとい

うことでありますが、少し在宅医療について町民に詳しくお知らせするべきだと思いますが、あ

と２週間になっておりますが、詳しくお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  渡邊課長。 

○医療対策課長（渡邊 栄治君）  お答えします。 

 予定では、６月末の県の医療審議会のほうで認可をされた後に、７月、多分初旬になると思う
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んですが、正式に設立、認可されるという予定ではあります。 

 その後、おおむね９月をめどに訪問診療のほうを開始をするということを予定しておりますの

で、その間、７月から９月の間で、いろいろなことを少し整理をしていくという段階になります。

その間には、保健所へのいろいろな手続きは終わっておるんですが、中四国厚生局への開設届と

かその他もろもろのところが今から、設立してから手続きが必要になりますので、そちらのほう

で手続きをしていくというようになります。併せて町広報等少しずつこちらの訪問診療の関係に

ついても、住民向けの周知をするようにしておりますので、今の段階で２週間経ったんですが、

説明できる内容というのはちょっと今のところはございません。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  １番、桜下議員。 

○議員（１番 桜下 善博君）  今までの説明では７月１日からやるというふうに何回もお聞きし

ておりますが、つまり本当にやるんですか。これはあくまでも新法人に移行のための実績づくり

ということで、とにかく法人をつくっておかないと移行できないということで、それだけのいわ

ゆる名前だけの在宅医療じゃないんでしょうか。何かどんどんどんどん先送り先送りで、町民は

いつから在宅医療を始めるんかという声を聞いておりますが、あまりにも早くからアドバルーン

が上がっておりますんで、どんどんどんどん後退していくように思うんですが、本当に在宅医療

やるんですか、お聞きします。 

○議長（安永 友行君）  渡邊医療対策課長。 

○医療対策課長（渡邊 栄治君）  お答えします。 

 前回の全員協議会で、少し９月１日からというのを伝えたかどうかちょっと分かりませんが、

当初から７月１日はあくまでも設立認可されるというところで、あくまでも診療自体は９月から

ということで申してきたというふうに思っておりましたが、そのことについては、少し説明が足

らなかったかなというふうに思っておりますが、実際に、当然、実績もつくらないといけないと

いうこともありますので、確実に訪問診療のほうは始める、ただ月に２回ということなんで、多

くは当然できませんが、診療のほうの実績はつくっていくということでございます。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ５番、河村由美子議員。 

○議員（５番 河村由美子君）  企画の、先ほども９番議員が聞いておられましたが、９ぺージな

んですが、１,３６３万円。それには３つに分かれておるんですけれど、予算が。この報償金と

いうのはアドバイザーのことだろうと思うんですが、調査分析委託料１,１９７万円というのが

ありますが、あそこも指定管理って言いますかね、こっちの学園のほうで言えば、高津川てらす

が受けておられて、事業のことがメディカルフィットネスとか、にぎわい創出とか、再生可能エ
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ネルギーのことをするとかいうのを具体的に高津川てらすの事業計画というのがありましたよね。

そういうものを併せて総体の事業のコンセプトっていうものをきちっとして、プロポーザルをし

て、こうして今後の基本的なことを決めるんだろうかっていう、するんだろうかっていう気もす

るんですが、相反するようなことが出るとは思いませんが、その辺のところはどうなんでしょう

か。分かりますか、言っていること。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  先ほども担当課長が申し上げましたし、前回、全員協議会でペーパー、

ポンチ絵で説明したと思うんですが、今回の１,１９７万円、中国管内で唯一吉賀町だけ交付の

内定を今いただいています。これはことさら旧六日市学園に限定したものではございませんで、

説明しておりますように、ここの一体ですね、施設の名称で申し上げますと、前回申し上げまし

たが、４つの公共施設があるわけです。よしかみらいのグラウンド、そして交流センターの中、

今度は分割しました。高校のみなし寮と、元々あったいわゆるその交流研修センター、その中に

加工所もございます。４つ目が旧六日市学園、ここのエリアに、４つの公共施設がある。今も本

当、頑張っていただいています。旧六日市学園も指定管理でなくて、新しい手法、新しい公共と

いうことで地域再生推進法人に無償貸付けをして今そういったつくりでスタートいたしましたが、

４つあるこの公共施設の運営をそれぞれ今やっているもの、まだまだ相乗効果を持たせましょう

と。あの施設、４つある公共施設の全体のエリアとして考えて一体的に、複合的に活性化をでき

る手法はないだろうかということで、いわゆるコンセッション方式ということで申し上げており

ますが、そうした可能性調査を今回のこの１,１９７万円の財源活用させていただいて、公募型

のプロポーザルで業者を選定をして調査研究していただこうということでございますので、当然、

その中には、今、六日市学園で申し上げます地域再生推進法人の高津川てらすさんが今、始めて

おりますが、高津川てらすさんの理念、いわゆるその企画提案を認めたわけですから、それをま

だまだこの、実は上げていただく方法をさっき言った４つ施設、複合型として考えて相乗効果を

上げていこうと、こういうことですので、当然、高津川てらすさんが今提案させていただいた内

容をトーンダウンするということはありえません。それはやはり本末転倒でございますので、一

般社団法人であります地域再生推進法人の高津川てらす、それから町が直営で、直営と言います

か委託をしておりますが、吉賀高校のみなし寮、一般社団法人のスパークルスターに指定管理を

しております、いわゆる交流センターさらにはよしかみらい、それぞれが今、目指しているもの

をまだまだグレードアップしていきましょうという、こういう理念でありますので、当然、今そ

れぞれが持っているものがトーンダウンするということはございませんので、その辺の御理解を

頂きたいと思います。全体で複合型施設として相乗効果を上げていくと、こういう狙いでござい

ます。 
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○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  １４ページの環境衛生費の委託料、業務運営関係の委託料が出て

おりますが、今のここへの委託先の件とそれと今、町内で太陽光発電であったり、風力発電の問

題も地域からもいろいろな問題点等が行政のほうにも寄せられていると思いますけれども、そう

いうものへの対応となるものも、この委託料の中に入れ込んでされるものなのか、全くそれとは

無関係なのか、その点をお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  山根税務住民課長。 

○税務住民課長（山根 徳政君）  お答えしたいと思います。 

 委託先につきましては、プロポーザル方式でしたいというふうに思っております。委託先とし

ましては、県内に事業所のあるところに対して求めたいという方向で今、調整をしております。 

 それから現在の太陽光、風力等を含めた開発と言いますか、その辺りにつきましても無関係で

計画策定ということはできないと思われますので、その新しい計画なり、どういった発電方法が

あるのかというところも含めた計画策定となるかというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  ９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  活用については分かります。一方で、住民への影響、そのものが

どのように発生をする可能性があるのか、また廃棄物等に対する処分、特にこれ太陽光のパネル

等もそうなんですけども、そこら辺も調査をしていくということになるのかお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  山根課長。 

○税務住民課長（山根 徳政君）  お答えいたします。 

 議員のおっしゃられるように、２０年先になるかもしれませんが、その施設終了の際の廃棄も

含めた、あと住民に対する影響等も含めた形の策定が望ましいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  ４番、桑原議員。 

○議員（４番 桑原 三平君）  省エネ、再エネの最大限導入のための計画づくり支援事業という

ことで、８００万円ほど国から頂いたと。その使い道は、先ほど９番議員の質問にもあった、い

ろいろな太陽光発電とか風力発電とか、そういった再生可能エネルギーの問題もあると思います。 

 また、現時点における、実は私も一応、一般質問でもカーボンニュートラルやらＪ－クレジッ

トの質問をさせていただておりますが、ただ、吉賀町の現状をもう一回把握しないと多分、正式

なデータが出てこないだろうと思います。この文書の中にもあります膨大なデータの収集や多様

かつ高度な分析等ということで、これが本当に期間が来年の１月までにできるかどうか、要する

に、具体的に言いますと、例えばＣＯ２の町内の吸収量、把握するために町有地から民有地、県
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有地そうした再調査もかなり今、伐採やら何やらで、多分、数量がものすごく変わってきており

ます。成長量も併せてそういった基礎的なデータがかなり机上で堆積してきた数量とは変わって

きておるはずです。そうしたことから言いますと、そこまで本当に細かく情報を収集しようと思

ったら、なかなかこの期限では難しいと考えて、私も一応、林業とか携わっておりまして、そう

いったことは、とにかく調査しないとなかなかデータも難しい問題があります。そして吉賀町の

森林資源を生かした政策につながるよう、基礎的な数量というものは把握するのが難しいと考え

ておりますが、その点、どういう考え方で、こういう時期的な期限を設けられたかお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  山根課長。 

○税務住民課長（山根 徳政君）  失礼いたします。工期が１月末ということでございまして、採

択の条件というところで、１月末までに支払いも含めた事業が終わることが条件で採択を受けて

おります。 

 近場で言いますと、益田市、津和野町と県内であと数か所、この策定のほう行っているところ

がございます。その同じところが参加していただければ、手を挙げていただければ、情報収集な

り計画策定について期間内にやっていただけるものだというふうに思っております。その辺りも

含めまして、プロポーザルによって業者選定のほうを進めていきたいというふうに思っておりま

す。１月末で結果が出るようなところへ依頼をしたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。 

 まだあるような感じもしますので、１２時ですので休憩します。午後は１時から開始します。 

午後０時00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、午後の会議を再開します。 

 ５年度の吉賀町一般会計補正予算（第２号）についての質疑中です。質疑を許します。質疑は

ありませんか。７番、河村隆行議員。 

○議員（７番 河村 隆行君）  医療法人カタクリ会の職員採用、このことでちょっとお伺いした

いんですが、カタクリ会の経営理念、どういう病院をつくりたいとか、どういう方向で経営した

いとか、やはり人を募集するときには、そういう会社と言いますか、団体にしてもですが、理念

というのが大事だと思うんです。医療構想というようなことが書いてあるんですが、ちゃんとし

た目的とか、大義とか、そういうところを捉えて、それを据えて募集をかけるというようなこと

は考えていないんでしょうか、お伺いします。 

○議長（安永 友行君）  渡邊医療対策課長。 
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○医療対策課長（渡邊 栄治君）  お答えします。 

 医療構想というのは町のほうでつくっておりまして、それに基づいて医療法人のカタクリ会、

一緒になって新しい病院をつくっていくというようなところになるのかなあと思いますが、この

採用計画のところで、まだその辺の理念と言うか、まあ大きいところの柱については、まだあま

り多くは触れていないというような状況です。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ７番、河村隆行議員。 

○議員（７番 河村 隆行君）  これから看護師さんとか募集されると思うんですが、やはりその

審査と言いますか、採用の理事さんの中にもそういう経験豊富、看護師さんを経験された方とか、

そういう方が見受けられないような気がするんですが、やはり町の病院でこれから先、それを担

っていくということになるとその経営理念もそうですし、やはり、しっかりとそういう大義と言

いますか、やはり大事なんじゃないかと、普通の一般企業でも本当、大事だと思うんですが、そ

ういう思いを共にするというところでも大事だと思うんですが、そういうことは考えられていな

いでしょうか、お伺いします。 

○議長（安永 友行君）  渡邊課長。 

○医療対策課長（渡邊 栄治君）  お答えいたします。 

 カタクリ会は、あくまでも法人ということでありまして、法人の理事会のほうがこの前、５月

の３１日に開催をされたところです。その中でも社是とかそういったようなところで話のほうは

出たところではあります。当然、おっしゃられるように、優秀な人材、それから必要な人材を求

めるためには、やはりそういったとこは必要なのかというふうに思っています。ただ、そうは言

いましても第一義的には、やはり石州会の雇用を守るということでありますので、その辺りを最

大限確保するというところでいち早く採用計画というところをつくっております。そういったと

ころで考えておるというようなところになると思います。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ７番、河村隆行議員。 

○議員（７番 河村 隆行君）  それ分かるんですが、やはりみんなでこういう病院をつくってい

こうという思いも大事に共有できる部分があるんではないかと思うんですが、その辺もひとつよ

ろしくお願いします。 

 それからもう１つ違う質問なんですが、ＰＰＰ／ＰＦＩで事業スキーム案というのが出まして、

その中にメディカルフィットネスという事業が計画されていますが、メディカルとなると厚生労

働省とかの関係も出てくると思うんですが、この辺の認可と言いますか、もう受けられているの

かお伺いします。 
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○議長（安永 友行君）  深川企画課長。 

○企画課長（深川 竜也君）  今、高津川てらすさんの事業計画に上がっているメディカルフィッ

トネス事業についてですが、今、高津川てらすさんが考えられているのがメディカルフィットネ

スの部分でいくと、医療と連携を目指した厚生労働大臣の認定の健康増進施設というのがありま

す。そちらへの申請を目指されています。 

 それともう１つが幅広い年齢層の地域住民が安心して利用できる施設環境を整備するための専

門知識のある資格。こちらが健康運動資格師というものですけれども、こういった方の育成を目

指しているというところが地域医療、スポーツ団体と連携して住民の健康増進に貢献するという

メディカルフィットネス事業が今のところの具体的な中身かと思われます。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  １５ページの商工費で、商工振興総務費の物価高騰対策経営継続

補助金について、これ６月５日の日に全協で説明をしていただきましたけれども、そのときに水

田活用の直接支払交付金等での交付金がいわゆる販売額として計上してもいいのかということを

お聞きをしましたが、その点ともう１つ、グループでの申請、これについてどのように経営、グ

ループでの申請も可能であるか、その点についてお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  堀田産業課長。 

○産業課長（堀田 雅和君）  お答えします。 

 売上げにつきましては、当然、そういった補助金も収入に含まれてきての確定申告だと思いま

すので、それも売上げの中に入っていれば売上高ということで認識をしております。 

 それからグループにつきましては、今のところちょっと考えておりませんで、あくまでも個人

に対する経営継続補助金ということで考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第１５、議案第４３号令和５年度吉賀町

一般会計補正予算（第２号）の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（安永 友行君）  以上で、本日の日程は全部終了しましたので、本日はこれで散会をしま

す。御苦労でございました。 

午後１時10分散会 

────────────────────────────── 


